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1 令和2年4月 税務経理協会

1 令和元年12月
静岡産業大学紀要『環境と経営』
第25巻第2号

2 令和2年3月 静岡大学大学院人文社会科学研究科

1
平成6年4月～

現在に至る
静岡の公民館で、週1回勉強会

2
平成9年6月～
平成22年11月

静岡商工会議所

1 昭和63年6月 日本商工会議所

2 昭和63年6月 （財）実務技能検定協会

3 平成3年8月 国税庁

4 平成4年9月 国土交通省（日本旅行業協会）

5 平成12年10月 国土交通省（日本旅行業協会）

6 平成21年8月 国税庁

基礎から学ぶ　簿記会計・経営分析

企業結合に伴う問題点－多重代表訴訟について－

税理士試験科目合格（財務諸表論）

依頼講座等

簿記勉強会

日商簿記講座（1級・2級）

取得資格

日本商工会議所簿記検定1級

秘書技能検定2級

税理士試験科目合格（簿記論）

国内旅行業務取扱管理者試験

総合旅行業務取扱管理者試験

酒税法の一考察－2017年改正に焦点をあてて－（修士論文）

静岡産業大学　藤枝キャンパス　准教授

石垣　美佳
いしがき　みか

職位 専任准教授

取得学位 修士（経済学）（令和2年3月）静岡大学

学術論文

研究テーマ 会計学

所属学会 日本商業教育学会

最終学歴 静岡大学大学院人文社会科学研究科修士課程　修了

専門分野 会計

主な担当科目 簿記原理Ⅰ、簿記原理Ⅱ、簿記原理Ⅲ、簿記原理Ⅳ、税務会計論、専門演習

教育・研究内容

「企業結合のメリットを有効活用するには。税法を知ることは、 企業経営につながる！」
　近年、企業の合併、株式交換、株式移転、会社分割等の企業結合が盛んに行われています。企業結合は企業だけではなく、利害関係者に
も大きな影響を与えます。どの手法がその企業に最善の方法なのか、そして企業結合後の企業の問題点は何かを中心に研究しています。ま
た、企業経営は利益を目的としています。利益が出れば税金がかかります。法人企業は法人税、消費税、個人企業は所得税、消費税、資産
に関しては、資産税として、 事業承継に関わる相続税、建物・土地などの固定資産税と、それぞれの税金が企業に関係します。経営者のみな
らず、企業に関係する人達が、税金を税法から考えることで、企業経営につながると考え、税法をそれぞれの方面から研究し、最近では酒税
法の改正で企業からの立場だけではなく、 消費者側からも研究を行っています。
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